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第4回　宇宙開発委員会（定例会議）
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’4．　資　料

　委4－1

委4－2

委4－5

委4－4

配布資料

昭和57●年5月24日　（水）

午後2時～5時

宇宙開発委員会会議室

（1）　宇宙開発に関する基本計画

　　について

（2）　N・ケット9号機（F）の

　　打上げに係る宋全の確保に

　　関する審・議につ’いて

第3回宇宙開発委員会（定例会議）議事

要旨（案）

宇宙開発に関する基本計画について

．（57黒闇5昌1号）

宇宙開発に関する基本計画について（案）

N廿ケット・・9号機（：F）の打上げに係る

安全の確保に関する審議にPいて’（案）

昭和56年度宇宙開発委員会外国技術者招へい（報告）
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　　　　　　　　　　　　　　　　委4－1

第5軸回　宇宙開発委員会（定例会議）

　議　事　要，’旨　（案）
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昭和57年5’ D月17’日（水）

午後2時～2時30分

宇宙開発委員会会議室

（1）　第一部会㊧審議結果について

（2）宇宙開発計画の見直しについて

第2回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

宇宙開発計画（案）

　出席者

　宇宙開発委員会委員長代理

　　　　〃　　　委員

　　　　〃　　　　　　　　　〃

．関係省庁職員等

　科学技術庁長官官房審議官

　文部省学術国際局審議官

　　〃　宇宙科学研究所研究協力課

　通商産業省工業技術院総務部長

　運輸省気象庁総務部長

　郵政省電波監理局審…議官

　宇宙開発事業団システム計画部計画課

事務局

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長

　　　〃　　　．〃　　宇宙国際課長．
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6L　議　　事

’（1）前回議事要旨の確認

　　　第2回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨案（資料委3－1）

　　が確認された。

　（2）　第一部会の審議結果について

　　　事務局より、資料委5－2に基づき、宇宙開発計画の見直しに

　　関する第一部会の審議結果について説明が行われた。

　　　なお、その際、写宙開発の基本凶方針どして「宇宙開発政策大

　綱」’があるが・必ずしも具体的指針が示されているとは言い難い

　　面があり、また、第一部会という限られた場においてこれらの問

　　題を検討することも難しいため、宇宙開発の将来像を一層明確に

　　する必要がある，，一旨の、中口博第」部会長からの要望が伝え

　　られた。

　（3）宇宙開発計画の見直しについて

　　・字宙開発計画が資料委5一二2のとおり決定された。

●
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字宙開発に関する基本計画

。我が国の宇宙彫発に関する基本計画を下記のとおり定める．’

記

城が国の宇宙：開発ほ・内外における宇宙開発の現状、今後φ見通し等

を踏まえ、次により総合的かっ計画的に推進することとし、関係各界の

総力を挙げて、これに取り組むこととする。　　0　　　’　　，

　　　　　　　　　　　曾

1r　開発の実施ほ・．宇宙開発委屓会が定めた宇宙開発計画（昭和57年

3月1’7日洗定）に基づ野て行う。

●

2・三体四ついては・霜蹴獺会におけ麺要麟の企醐
整の一層の継細る・また・関係各機蹴、●宇宙開発類会の捌

に沿って・その施と矧こ応ヒ・植の協力を二四しっっ研究及

　び開発を進める。

36嗣発雄め碑当たっで1ポ進捗状況の把握及び成果の評価辮

いっっ、計画の管理を台：理的に行うと≧もに、特に資金の効率的な運

脚配鮒る・勧際・．これまでの醗経験を＋分反映さ輔ものと

する。



♪

三 遷1一黛
一一一　一口●一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　“　■

i閣羅繕　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　宇宙開発獺三三長　　　　　　　1

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
P　　　　　　宇宙開発に関する基本計画について
｝　　　　　　　　　　　　　・
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（昭和44年法律第50号）第24条に規定する貴委員会の議決
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宇鯛雑関秘淋細について（案）

昭和57年3月24日
宇宙開発委二会

　　議　決

】●

　我が国の宇宙開発に関する基本計画を下記のとおり定めることに

ついては、異議がない。

記

　我が国の宇宙開発ほ、内外における宇宙開発の現状、今後の見通し等

を踏まえ、次により総合的かっ計画的に推進することとし、関係各界の

総力を挙げて、これに取り．組むこととする。

ユ．　開発の実施ほ、宇宙開発委貝会が定めた宇宙開発計画（昭和57年

　3月17日決定）に基づいて行う。

いの

2．　開発体制についてほ、宇宵開発委貝会における重要施策の企画調

整の一層の推進を図る。また、関係各機関ほ、宇宙開発委貝会あ方針

　に沿って、その分担と役割に応じ、相互の協力を緊密化しっっ研究及

　び開発を進める。
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3．　開発を進めるに当たっては、進捗状況の把握及び成果の評価を行

いっっ、計画の管理を合理的に行うとともに、特に資金の効率的な運

用に配慮する。その際、これまでの開発経験を十分反映させるものと

　する。　　　　　　　’　　　　　o
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Nロケット9号機（F）の打上げに係る安全の

確保に関する審議について（案）

昭和57年3月24日
宇宙開発委員会

’決　　　定

　　　　昭和57搾8～9月期に碇されている・N・ケ脅9号機（F）（N一■　　　1ロケッ17畢機（F））の打上げに係る安全の確保に資するため、次により
　　　溺輩審議を行うものとする。

1．N回ケット9号機（F）（N－1ロケット7号機（F））の打上げにおいて

宇宙開発事業団が実施しようとしている安全対策について、飛行安全を

中心に調査審議を行うものとする。
　　　　　　1

2・　1・の一向審議は・第三部会において行い、昭和57年5月末までに

　終えることを目途とする。

●
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宇宙開発委二会第三部会構成員

部　会　長　疋　田　　　強
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　　　　　　　　（昭和57年3月現在）

福井工業大学畏・

科学技術庁航空宇宙技術研究所宇宙研究

グループ総合研究官

文部省宇宙科学研究所教授

文部省宇宙科学研究所助教授，
　　　　　　　　　　　り
外務省国際連合局外務参事官．

警察庁科学警察研究所法科学館二部長

通商産業省工業技術院化学技術研究所

保安環境化学部第二弓長　’．

文鮪宇宙稗研蜥繊『
通醜業出血公翻僻鰍薬専門職
自治省消防庁消防士究所弟三研究部長

郵政省電波監理局無線通志部長

運輸省航空局技術部虚

血商産業虚血業技術院化学技術研究所

保安環境化学部面三面畏・

文部省宇宙科学研究所助教授

宇宙開発事業団安全管理部長

宇宙開発事業団理事

宇宙開発事業団参事

科学技術庁航空宇宙技術研究所主任研究官

東北大学法学部教授

通商産業出立地公害局保安課高圧ガス班長

運輸省海上保安庁警備救難部長

宇宙開発事業団打上管制部長

科学技術庁航空宇宙技術研究所空気力学

第一部長

＊印の専門委員は、今回の山盛審議については、説明者として参加する。
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